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給水人口 268,805 人

普及率 99.3 ％

給水件数 133,126 件

１日平均配水量 91,670 m3/日

有収率 87.53 ％

現有施設能力 130,750 m3/日

職員定数 112 人
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【笠原水道】

1663年 第2代水戸藩主
徳川光圀 創設

日本で18番目の水道
延長:10km   動員数:2万5014人
総工事費：554両3分780文=1億6700万円
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【近代水道】

創設(昭和7年) 芦山浄水場（現在廃止）

第1期拡張(~S35)  枝内浄水場（現在廃止）
第2期拡張(~S41)  枝内浄水場拡張（現在廃止）
第3期拡張(~S51)  開江浄水場（稼働中）
第4期拡張(~S53) 千波・国田配水池（稼働中）
第5期拡張(~S61) 楮川浄水場・ダム（稼働中）

※常澄村合併(H4)  常澄浄水場（現在廃止）
※内原町合併(H17)  内原浄水場（現在休止）
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【開江浄水場】Ｓ51完成，現在稼働中
水生産：高速沈でん・急速ろ過法

水源：那珂川表流水 施設能力：64,750㎥/日
配水池：5,300㎥×4基
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【楮川ダム】総貯水量197万トン
・楮川浄水場に原水を供給する専用のダム

・ダムへの流入河川はなく，那珂川の表流水

を導水して貯蓄する

・メリット

→

・デメリット

→
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【楮川浄水場】Ｓ61完成，現在稼働中
水生産：高速沈でん・急速ろ過法

水源：那珂川表流水 施設能力：66,000㎥/日
配水池：14,400㎥＋12,000㎥

水戸市水道歴史資料室



11

・東日本大震災の記録
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月日 時間 楮川系 開江系

3月
11日

14:46 ・東日本大震災発生（震度６弱）

14:49
・両浄水場及び導配水施設において停電発生

・漏水により両浄水場から市内への配水量が
異常に増加

16:50 ・消防本部へ市内への配水を停止する
連絡を行う

17:35 両浄水場からの配水を停止
（市内全域で断水）

23:08 ・自家発電による水
生産開始(1,250㎥/h)
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月日 時間 楮川系 開江系

3月
12日

4:00 ・タンク満水により自家
発電による水生産停止

9:00 ・開江浄水場の復電

9:07 ・配水開始

9:23 ・自家発電による水生産
再開(1,250㎥/h)

12:55 ・枝内取水場の復電

12:58 ・通常電源による
水生産開始

15:10 ・楮川浄水場の復電
・(通常)水生産開始

21:45 ・配水開始
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月日 時間 楮川系 開江系

3月
13日

8:30 ・常澄配水池，東電電
源車にて通電

17:35
・常澄配水池
配水開始

市内全域において通水開始（浄水場・配水池）

月日 時間 楮川系 開江系

3月
16日 19:58 ・常澄配水池

県水受水開始

月日 時間 楮川系 開江系

3月
17日 12:00 市内全域において復旧

（水圧・水量が平常に戻る）
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施設名 被災の状況
ダム取水塔 窓破損
楮川ダム外周道路 管理用道路陥没
楮川ダム取水塔壁 壁亀裂
楮川ダム地山地下観測計器 観測不能(水位計)
ダム導水ポンプ場道路 管理用道路陥没
ダム導水ポンプ場沈砂池 沈砂池漏水
楮川浄水場導水管 導水管漏水
楮川浄水場送水管 送水管漏水
楮川浄水場送水ポンプ室 送水ポンプ室扉損傷
楮川浄水場天日乾燥床場内 管理用道路陥没
楮川浄水場PACタンク タンク固定ボルト損傷
楮川浄水場PACタンク PAC配管損傷
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開江浄水場PAC貯蔵槽 PAC貯蔵槽損傷
開江浄水場沈でん池 傾斜板損傷
開江浄水場6号沈でん池 沈でん池漏水
開江浄水場1,2号混和池 仕切板損傷，陥没
開江浄水場排水管 沈でん池脇排水管破損
開江浄水場内流量計 流量計損傷
開江浄水場内 管理用道路陥没
田野川第一水管橋 水管橋損傷
田野川第二水管橋 水管橋損傷
谷津増圧ポンプ場壁 増圧ポンプ場壁亀裂
枝内浄水場道路 管理用道路陥没
最高区配水タンク 内部配管破損
開江配水池 配水池1,2,3,4号漏水
千波配水池 歩廊支柱破損
水戸西流通センター配水場 配水場壁亀裂
内原配水場 高区増圧ポンプ場壁亀裂
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・路面漏水・・・約570箇所
・宅内漏水・・・約1,860箇所
・水道部庁舎損傷
・楮川浄水場，浄水施設等一部損傷
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・アセットマネジメント手法の導入

・料金改定について

改定理由① 施設整備の推進

改定理由② 財政の健全化

・水戸市水道事業基本計画(第３次)の策定
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○重要度・優先度を考慮した更新基準及び数値目標の設定

○将来の水需要予測による適正な施設規模の設定
○水道システム全体の課題対応

・地震対策，主要施設の更新・延命化対応等
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水戸芸術館（ART  TOWER  MITO ）
写真提供：水戸芸術館


